
昭和42年11月14日 第 四 種 郵 便 物 認 可

平成11年 7月20日発行(毎月 1回20日発行)

物 性 研 究 第72巻 第4号

vol.72 no.4

ISSN 0525-2997

1999 / 7



1.本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由に発表し

討論 しあい､また､研究に関連した情報を交換しあうことを目的として､毎月 1回編

集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議などの報告､講義ノー

ト 特別寄稿､研究に関連した諸問題についての意見などです0

2.本誌に投稿された論文については､原則として審査は行ないません｡但し､編集委員

会で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること､または掲載を

お断 りすることがあります｡

3.本誌の論文を欧文の論文中で引用される時には､BusseiKenkyu(Kyoto)69(1997),1.
のように引用して下さいyo

【原稿作成要領1

1.原稿は,原則として日本語に限ります｡

2.投稿原稿は2部提出して下さい｡但し､研究会報告は1部で結構です｡

3.別刷を希望の場合は､投稿の際に､50部以上10部単位で､注文部数 ･別刷送付先 ･請

求先を明記の上､お申し込み下さい｡別刷代金については､刊行会までお問い合わせ

下さい｡

4.ワープロ原稿を歓迎します｡原則として写真製版でそのまま印刷されますので､以下

の点に注意して原稿を作成して下さい｡

1)用紙はA4を縦に使用｡(印刷はB5になります｡縮小率 約86%)
2)マージンは､上下各約3cm､左右各約2･5cm ｡ 1ページに本文34行､1行に全

角文字で 42字程度にして下さい｡

3)第 1ページは､タイトルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､本文との

間に受理日を入れるので､余白を少しあけて下さい｡

4)国や表は､本文中の該当箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付けて下さい｡

5)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあってもかまいま

せん｡

5.手書き原稿の場合の原稿作成要領については､刊行会までお問い合わせ下さい｡

6.研究会報告の作成要領については､物性研究ホームページをご覧いただ くか､刊行会

までお問い合わせ下さい｡

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯川記念館内

物 性 研 究 刊 行 会

Tel･(075)722-3540,753-7051
Fax.(075)72216339
E-mail'busseied@yukawa.kyoto-u.aJI.jp

URLhttp://www2'.yukawん.kyoto-u.ac.jprbuSSeied/



編 集 後 記

お目様の恵みを受けててらてらと光る茄子が汗滴る夏の喜びを体感させてくれる頃合とな

りました｡

家庭菜園にて自製した野菜の中で日頃スーパーなどで仕入れてくる代物と決定的な違いを

見せてくれる物の代表選手は胡瓜でしょうか｡菜園を始めた頃､畑の土の中に力一杯伸ばし

た根から吸いあげた滋味が充満する胡瓜を初めて食べたとき､今までいったい何を胡瓜と呼

ばされて来たのかと博然としました｡売 り物は図体はでかくて立派ですが菜園で取れた物と

は比べ物にならないほど水っぽいのです｡つまり最低限の肥料を混ぜた水をガバガバ与えて

やれば見かけだけはどんどん育って､効率よく出荷できるということなのでしょうか｡目先

の効率のみを追求する社会の中で我々は胡瓜本来の味を徐々に忘れさせられて､ついには張

りぼてまがいの代物を正常な物と誤解するところまで来てしまったようです｡

さて､我々人間社会の再生産システムの根幹を担う教育制度について昨今色々なことが取

り沙汰されています｡各発達段階での然るべき質を問わずに､先達として後進を引きずる義

務をおざなりにしながらの現状追認をゆとりだの多様だのと意味不明瞭な言葉にすり替え､

価値ある物を名だけ残して内容を希薄にし､みんなが高等教育を享受するという自己矛盾し

たキレイゴトで固められた恐るべき社会｡そこに育つものに水膨れの胡瓜と何の違いがある

のでしょうか｡

(Y.S.)

【お詫びと訂正】

物性研究 Ⅶ1.72No.2(1999年5月号)に以下の間違いがありました｡

お詫びして､訂正いたします｡(物性研究刊行会)

○砂山におけるSegregationとStrati丘cationの形成過程 (野口 美保)

103ページ Figure3とFigure4の写真が逆になっています｡
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会員規定

個人余臭

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています｡ したがって､ 3月末まで

に次年度分の会費をお支払い下さい｡

年会費 lstVolume (4月号-9月号) 4,800円

2ndVolume(10月号-3月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお願 い します｡当会専用の振替用紙が

ありますので､下記 までご請求下さい｡郵便局の用紙でも結構

です｡通信欄に送金内容 を必ず明記 して下さい｡

郵便振替口座 京都 01010-6-5312

2.送本中止の場合 :

送本の中止は Volulneの切れ 目しかで きません｡次の Volume

より送本中止 を希望 される場合､できるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下さい｡ 中止の連絡のない限 り､送本は継続されま

すのでご注意下さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届を送付 して下さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理由な く2Volumes以上の会費を滞納 された場合 は､∴

送本を停止することがあ りますので､ご留意下 さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人で も公費払いのときは機関会

員 とみな し､年会費 19,200円 (lVolume9,600円)です｡学

校､研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申し込み

時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かを

お知 らせ下さい｡当会の請求書類で支払いがで きない場合は､

貴校､貴研究所の請求書類をご送付下 さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止は Volumeの切れ 目しかで きません｡ 次の Voltlme

より送本中止を希望 ざれる場合､で きるだけ早めにご連絡下 さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行日より6ケ月以内に当会までご連絡下 さい｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540,753-7051

FAX (075)722-6339

E-mailbusseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp
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